おや ぢ にたき 

XX 村の 小学校で は、 小 使の 老爺に 煮 炊 を さして 校 

じ やう しゅくちょく 

長の 田 辺が 常 宿 直 をして ゐた。 その代り 職員室で 

用 ふ 茶代と 新聞 代 は 宿直 料の 中から 出す ことにして あ 

る。 宿直 料 は 一 晚八 銭で ある。 茶 は 一 斤 半と して 九十 

銭、 新聞 は 郵税 を 入れて 五十 銭、 それ を 差 引いた 残余 

の 一 円と 外に 炭、 石油 も 学校の を 勝手に 用 ひ、 家賃 は 

出さぬ と 来て るから、 校長 はどうしても 月に 五 円 宛 得 

このき だ か 

をして ゐる。 此 木田老 訓導 は 胸の 中で 斯う 勘定して ゐ 

る。 その 所為で も あるまい が、 校長に 何 か 宿直の 出来 

きっと 

ぬ 事故の ある 日に は、 此木田 訓導に 屹度 差 支へ が ある。 

代理の 役 は 何時でも 代用教員の 甲 田に 転んだ。 も 一 人 



の 福 富と いふの は 女 教員 だから 自然と 宿直 を 免れて ゐ 

るので ある。 

その 日 も、 校長が 欠席 児童の 督促に 出掛ける と 言 ひ 

うち はるご じ やう ぞく 

出す と、 此木田 は 家の 春蚕が 今朝から 上蔟し かけて 

ゐ ると 言って、 さっさと 帰り 仕度 をした。 校長 も、 

とし ラへ 

年長の 生徒に 案内 をさせる 為に 待た して あると いふの 

で、 急いで 靴 を 磨いて 出 懸けた。 出 懸ける 時に 甲 田の 

卓 の 前へ 来て、 

どうぞ 

『それで は 一 寸 行って 来ます から、 何卒 また。』 と 言つ 

た。 

ごゆつ く 

『は。 御 緩り。 = 



に 小言 を 言 はして 置く より は、 初めから ちゃんと 歩合 

を 胡 魔 化して おく 方が、 どれ だけ 賢い か 知れぬ。 —— - 

甲 田 は、 斯うい ふ 徹底し ない 論理 を、 臆病な 若い 医 

者が 初めて 鋭利な 外科 刀 を 持った 時の やうな 心 持で 極 

めて 熱心に 取扱って ゐた。 そして、 慷慨に 堪 へない や 

うな 顔 をして 口 を噤ん だ。 太い 左の 眉が ぴりぴり 動い 

てゐ た。 これ は 彼に とって は 珍ら しい 事であった。 甲 

田 は 何 かの 拍子で 人と 争 はねば ならぬ 事が 起っても、 

直ぐ、 一 心になる のが 莫迦 臭い やうな 気がして、 笑 は 

なくても 可い 時に 笑ったり、 不意に 自分の 論理 を 抛 出 

あ ひて 

して 対 手 を 笑 はせ たりす る。 滅多に 熱心になる ことが 



ない。 そして、 十に 一 つ 我知らず 熱心に なると、 太い 

眉 を ぴりぴりさせる。 福 富 も 何時か しら 甲 田の 調子に 

呑まれて 了って、 真面目な 顔 をして 聞いて ゐ たが、 聞 

いて 了って から、 

『ほんと にさう です ねえ。 莫迦 正直に 督促して 歩いた 

りする より、 その 方が 余程 楽です ものね え。』 と 言った _ 

それから 間もなく その 月の 月末 報告 を 作るべき 日が 来 

た。 甲 田と 福 富と は 帰りに 一 緒に 玄関から 出た。 甲 田 

は 『何う です、 秘伝 を 遣りました か？』 と 訊いた。 女 

教師 は櫟 ぐられ たやう に 笑 ひ 乍ら、 

『いいえ。』 と 言った。 



いで ゐる。 別に 好い 声で はない が、 円みの ある、 落着 

いた 温かい 声で ある。 『 —— 主ゥ の— 手工に— す— 

やす 

が ー れェる ー、 身ィ は— 安 ゥけェ し ー』 と 歌って ゐる _ 

甲 田 は、 また 遣って るな と 思った。 

福 富 は クリスチャン である。 よく 讃美歌 を 歌 ふ 女で 

ある。 甲 田 は、 何方 かと 言へば、 クリスチャン は 嫌 ひ 

である。 宗教 上の 信仰 だの、 社会主義 だのと 聞く と、 

そんな もの は 無くても 可い やうに 思って ゐる。 そして 

福 富の 事 は、 讃美歌が 好きで クリスチャン になった の 

だら うと 思って ゐる。 或 時 女 教師 は、 どんなに 淋しく 

て 不安心な やうな 時で も、 聖書 を 読めば 自然と 心 持が 



愈々 やって来る なと 思って ると、 誰 やら 玄関に 人が 

来た やうな 様子で ある。 『御免なさい。』 と 言って ゐる _ 

まる 

全で 聞いた ことのない 声で ある。 出て 見る と、 背の 低 

い 若い 男が 立って ゐた。 そして、 

『貴方 は 此処の 先生です か？』 と 言った。 

『さう です。』 

『 一 寸 休まして 呉れません か？ 僕 は 非常に 疲れて ゐ 

るんで す。』 

甲 田 は 返事 をす る 前に、 その 男 を 頭から 足の 爪先 ま 

で 見た。 髪 は 一 寸 五分 許りに 延びて ゐる。 痩 犬の やう 

な 顔 をして 居る。 片方の 眼が 小さい。 風呂敷 包み を 首 



にかけ てゐ る。 そして、 垢と 埃で 台な しにな つた、 荒 

こんが すリ 

い 紺 飛白の 袷の 尻 を 高々 と 端折って、 帯の 代りに 牛の 

どうじめ 

皮の 胴締 をして ゐる。 その 下に は、 白い 小 倉 服の 太 目 

の ズボン を 穿 い て、 ダブ ダブした ズボンの 下から、 

わら ぢ すあし 

草鞋 を 穿いた 素足が 出て ゐる。 誠に 見すぼらしい 恰好 

である。 年 は 二十歳 位で、 背丈 は 五 尺に 充 たない。 袷 

こじ あ K1 ら あせ 

の 袖で 狭い 額に 滲んだ 膩汗を 拭いた。 

『ただ 休む だけです か？』 と 甲 田 は 訊いた。 

『さう です。 休む だけで も 可 いんです。 今日はもう 十 

里 も 歩いた から、 すっかり 疲れて 居 るんで す。』 

ちょ つと 

甲 田 は 一 寸 四辺 を 見廻してから、 



来た。 そして 今度 は 此方から 訊いた。 

『何処から 来たんで す？』 

『XX からです。』 と、 北方 四十 里 許りに ある 繁華な 町 

の 名 を 答へ た。 

そして、 俄かに 思 出した やうに、 

『初めて 乞食 をして 歩いて みると、 却々 辛い ものです 

な あ。』 と 言った。 

甲 田 は 先刻から 白い 小 倉の ズボンに 目 を 付けて、 若 

しゃ 窮迫した 学生な どで は あるまい かと 疑って 居た。 

何だか 此 男と 話して 見たい やうな 気持 もあった。 が 又、 

話さなくても 可い やうに も 思って 居た。 すると 男 は、 



一 刻 も 早く 自分が 普通の 乞食で ない の を 白 かにし よ 

< つ とする や、 つに、 

『僕 は X X の 中学の 三年 級です。 今 郷里へ 帰る ところ 

なんです。 金がないから 乞食 をして 帰る つもり なんで 

す。 郷里 は 水 戸です —— 水 戸から 七 里 許り あると ころ 

です。』 と 言った。 

甲 田 は、 此男 は噓を 言って るので はない と 思うた。 

ただ、 水 戸の ものが X X の 中学に 入って るの は 随分 方 

角 違 ひだと 思った。 それ を 聞く の も 面倒臭い と 思った 

そして 斯う 言った。 

『甸 故 帰 るんで す？』 



『父が 死ん だんです。』 学生 は 真面目な 顔 をした。 『僕 

は 今迄 自活して 苦学 をして 来たんで すがね え。』 

甲 田 は、 自分 も 父が 死んだ 為に、 東京から 帰って来 

た 事 を 思 出した。 

『何時 死ん だんです？』 

『一月 許り 前 ださう です。 僕 は 去年 XX へ 来てから、 

く に ゐ どころ 

郷里へ 居所 を 知らせて 置かな かったんです。 まさか 今 

おや ぢ 

頃 父 が 死なう と は 思 ひませんで したから ねえ。 だ も 

こな ひだ 

ん だから、 東京の 方 を 方々 聞 合して、 此間 やう やう 手 

紙 を 寄越し たんです。 僕が 帰らなければ 母 も 死 ぬんで 

す。 これから 帰って、 母 を 養 はなければ ならな いんで 



す。 学校 はもう お止めです。』 

斯う 言って、 小さい 方の 左の 目 を 一 層 小さく して、 

堅く 口 を 結んだ。 学業 を 中途に 止める の を 如何にも 残 

念に 思 つてる 様子で ある。 甲 田 は 再 此男は 噓を言 つ て 

るので はない なと 思った。 

『東京に もゐ たんです か？』 と 訊いて 見た。 

『ゐ たんです。 K —— 中学に ゐ たんです。 ところが K 

—— 中学 は 去年 閉校し たんです。 君 は 知りません か？ 

新聞に も 出た 害です よ。』 

『さう でした かねえ。』 

『さう です よ。 そら あ 君、 あん 時の 騒ぎって なかった 



ねえ。』 

『そんなに 騒い だんです か？』 

『騒ぎ まし たよ。 僕 等 は 学校が 無くな つたんだ もの。』 

そして、 色々 其 時の 事 を 面白さう に 話した。 然し 甲 田 

は 別に 面白く も 思はなかった。 ただ、 東京の 学校の 騒 

しま 

ぎ を こんな 処で 聞く のが 不思議に 思 はれた。 学生 は 終 

ひに、 K —— 中学で 教頭 をして ゐて、 自分に 目 を 掛け 

て くれた 某 とい ふ 先生が、 XX 中学の 校長に なって 

ゐ たから、 その 人 を 手 頼って X X に 来た。 K —— で 三 

年 級だった が、 X x 中学で は その 時 三年に 欠員が 無く 

て 二 年に 入れられた。 x x でも 矢 張 新聞配達 をして ゐ 



たと 話した。 

甲 田 は 不図 思 出した 事が あった。 そして 訊いて みた。 

『XX 中学に、 与 田と いふ 先生が ゐ ません か？』 

『与 田？ ゐ ます、 ゐ ます。 数学の 教師で せう？ 

彼奴 あ 随分 点が辛い ですな。 君 はどうして 知って るん 

です？』 

せん 

『先に 〇〇 の 中学に ゐ たんです。 そして XX へ 追 払 は 

れ たんです。 僕 等が ストライキ を 遣って。』 

『あ、 それ ぢゃ君 も 中学 出です か？ 師範 ぢ やな いん 

です ね。』 

甲 田 は此時 また、 此 学生の 無遠慮な 友達 扱 ひ を不愉 



『先生、 あの、 昨日の 乞食です ね、 私 は 今朝 逢 ひまし 

たよ。』 と 言った。 何 か 得意な 話で もす る 調子であった _ 

甲 田 は、 そんな 害 はない とい ふやうな 顔 をして、 

『何処で？』 と 言った。 

福 富の 話 はかう であった。 福 富の 泊って ゐる 家の 前 

に、 この 村で 唯一 軒の 木賃宿が ある。 今朝 早く、 福 富 

がいつ もの やうに 散歩して 帰って来て、 家の 前に 立つ 

てゐ ると、 昨日の 男が その 木賃宿から 出て 南の 方 —— 

〇〇 巿の方 —— へ 行った。 間もなく 木賃宿の 擤が外 

に 出て 来たから、 訊いて 見る と、 その 男 は 昨日 日が 暮 

れ てから 来て 泊った の だとい ふ。 



泊った と 答へ た。 甲 田 は，. 愈 俺 は 訛され たと 思った。 

そして、 其奴が 何 か 学校の 話で もしなかった かと 言つ 

た。 子供 は、 何故 こんな 事 を 聞かれる のかと 心配 相な 

顔 をし 乍ら、 自分 は 早くから 寝て ゐ たからよ く は 聞か 

うち おや ぢ 

ない が、 家の 親爺と 何 か 先生の 事 を 話して ゐ たやう だ 

つたと 答へ た。 

『どんな 事？』 と 甲 田 は 言った。 

『どんな 事って、 なんでも あの 先生の やうな 人 を こん 

な 田舎に 置く の は、 惜しい もんだ つて 言 ひました。』 

甲 田 は 苦笑 ひ をした。 

その 翌日で ある。 恰度 授業が 済んで 職員室が 顔 揃 ひ 



になった ところへ、 新聞と 一 緒に 甲 田へ 宛てた 一 枚の 

葉書が 着いた。 甲 田 は、 「〇〇 巿 にて、 高 橋 次 郎吉」 と 

いふ 差出人の 名前 を 見て 首 を 捻った。 裏に は 斯う 書い 

てあつた。 

My dear Sir, 閣下の 厚情 万謝々々。 身 を 乞食に や 

くだされ たく 

つして 故郷に 帰る 小生の 苦衷 御 察し 被 下 度、 御 恩 

ま をさず 

は 永久に 忘れ 不申 候。 昨日 御 別れ 致 候 後、 途中 腹 

痛に て 困難 を 極め、 午後 十一 時 漸く 当 市に 無事 

たじながら くだされ たく いづ 

安着 仕 候。 乍 他事 御 安 意 被 下 度 候。 何れ 故郷に 安 

着の 上に て Letter を 差 上げます。 末筆乍ら I 

wisil you a llapjpv. 
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